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論文

　　南朝尺 の モ ジ ュ
ー

ル 「材 と分」に よ る法隆寺 の 営造 ＊

川 端　俊
一

郎
＊＊

法隆寺の 年輪

　法隆寺は 、
い つ 建立 され た の か 明確で な い ま

ま に 、現 存す る世 界最古の 木 造建築 と し て 世 界

遺産 に登録 された （1993 年）。今 の 法隆寺は 、元

の 法隆寺 が 670 年に 全焼 した跡 を整地 した と こ

ろ に 建 っ て お り、お そ らく は 710 年 の 奈良遷都

の こ ろ再 建 され た の だ ろ うとされ て きた 。 と こ

ろ が昨 2001 年 2 月 、そ の 五 重 塔の 中心 柱の 伐採

年 が 594 年 と断 定 され た の で あ る 。 こ れ は奈良

国立 （当時）文 化財研 究所が 記者 会見 を開 い て 発

表 した も の で 、光谷 拓 実 の 研 究成果 で あ る
且

。

　 ヒ ノ キ の 中心 柱 の 年 輪標本 は 、解体修理 の さ

い 、腐朽 した 根元 を切 り取 っ て 新材 を根 継 ぎす

る と きに 採取 され た （昭和 24 年〉。 その 標本 の
一

角 に 樹皮 直下 の 年輪 の あ るこ とが 最近 の X 線 に

よ る調 査 で 判 明 し、伐採年 が 断 定で き た の で あ

る 。 こ の 自 然 科 学 的 な 年 輪 年 代 学

Dendro−chronology は 20 世 紀初 め に ア メ リカ の

A．E．　 Douglass が確 立 した もの で 1937 年 に は

ア リゾナ 大 学 に Tree −Ring 研 究所 が設 立 され て

い る。日本で は 1980 年 こ ろか ら本格 的研 究が 始

ま り、今 で は ヒ ノ キ の 年輪 に つ い て は 2900年前

まで の 暦 年標 準パ タ
ーン が 集成 され て い る 。 そ

れ に照 ら し合わせ る こ とで 、 資料 の 年輪の 形成

年次 が 確定す る 。

厂X 寺」 を移 築 し て 法隆寺

　断 定 され た 中心 柱の 伐採 年か らす る と、今 の

法隆寺 は 、元 の 法隆寺 が焼失す る よ りも 前に 、

ど こ か 別 の 所 で 営 造 され て い た こ とに な ろ う。

そ の 「X 寺」な る もの を移 築 した の が 、
い ま の 法

隆 寺で あ る と考え ざる を えな くな っ た。

　焼 失 した 法隆寺跡 の 発掘は 解体修 理 工 事 の 開

始直前（昭 和 14 年 ）に行 なわ れ た が 、発 見 され た

伽藍 配置 は 、い まの 法隆寺 とは ま っ た く違 うも

の で あ っ た。 つ ま り今 の 法 隆寺 は焼失 した 法隆

寺 を再建 した もの で は な く、 X 寺 を移築 した も

の だ っ た の で あ る。考 えて み れ ば、焼失 した法

隆寺 の 仏 像 が す べ て 無傷で 救 出 され 、 再 建 法隆

寺 に 端座 し て い る な どとは 、あ り得な い 話 で あ

ろ う。

　 法 隆寺は 唐 尺 で は寸 法が 合 わ なか っ た の も 当

然で ある。 X 寺で は もっ と古 い 中国南朝の 尺 が

使 われ て い た の で ある 。 後 に 北朝の 唐尺 が 導 入

され て か ら も 、尺 を北 方 の 漢音で セ キ と呼ん だ

りは せ ず 、南方 の 呉音 で シ ャ ク と読 ん で きた 。

寸 も呉音 で 、漢 音 で は ソ ン と い う。

　 こ こで は 、 法隆寺 の 営造に使 わ れ た 「もの さ

し」が 南朝 尺 に基 づ くもの で あ るこ とを、そ の 営

造法式 と実測値 とか ら明 らか に す る。

法 隆寺の 営造法 式

　中国宋代 の 『営 造法式』 に よ る と、古 代建築

に は殿 堂 と庁堂 との 区別 があ る
2
。 現存す る中国

最 古の 南禅 寺大殿 （782 年）は庁 堂法式 で 、最

古 の 殿 堂 は仏光 寺大殿 （857 年 ）で あ る
3
。 日本

の 古代 仏 堂 の うち殿 堂法式 に よ る営 造は 法隆寺

金 堂の み で 、その 他 は みな庁堂法式 で あ る
4
。法
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隆 寺の 金堂 は 、ほ か の 仏 堂 とは ま っ た く異 な っ

て 、 庇 の 柱 が 母 屋 の 柱 と同 じ高 さに造 られ た 殿

堂 で あ る（図 1，2）。

　法隆寺 は 堂 の 周 り に 裳階が 付 い た 、 日本
一

の

建 築で あ っ た 。 とこ ろが 、大和朝 廷が編 修 した

日本書紀 も続 日本紀 も、この 日本
一

の X 寺 の建

立 と移 築 に つ い て 、ま っ た く何 も記 して い ない 。

日本書紀は 720 年 の 撰 で あ るが 、そ の 最終 記事

は 、 後 に 奈良の 新都 に移築 され る薬師寺 の 仏像

開眼で 、697 年 の こ と で あ る 。 しか し X 寺 に つ

い て は何 も記 さなか っ た の で あ る。法隆寺の 年

輪 か らは 、 日本 書紀 の 虚 実 もまた 明 らか に な る

で あろ う。

「

階副 副 階

代 々 臣従 し、その 都督府 を開い て きた 。 そ こで

は 南朝 の 11 ・尺 が使われ て い た こ とで あ ろ う。 中

国 の 丘 光 明に よ る と、南朝の 標 準尺 は 245   で

あ る
5

。

　 その 南朝が 北朝 の 隋 に滅 ぼ され る と、倭 王 は

自立 して 、中国 の都督府を 日本の 太宰府 と改め

た もの と思わ れ る 。 そ し て 「日出処天 子亅を自称

して 遣 隋使 を送 り出 し 、 また X 寺 を営造 した の

で あろ う。

　南朝 を滅 ぼ し て 中国 を 統一
した 隋は 大尺 295

  を官民常用尺 と定めた が 、科学観測 な どは南

朝 の 小 尺を基準 と し た。大尺 は小尺 の 1．2 倍で

あ る 。 唐 は 隋の 制 を踏襲す る 。 唐令 に 「1尺 2 寸

を大尺 と為す」とあ る 。 日本が 大尺 を 導入 す る の

は 、唐 と戦 っ て 敗れ た後 で あ ろ う。

　唐に 平 定 され た 百 済 の 再 興 を 図 っ た 日本軍 は 、

白村の 江の 海戦で 唐軍 に 完敗 し降伏 した 。「四戦

皆捷 1 と旧唐書 に あ る。その 後 の 遣唐使 時代 に 日

本 は唐 の 律令制 をそ っ く りそ の まま受 け入 れ る。

図 1　 『営造 法式 』の 殿堂 （左 ）と庁 堂 （右 ）
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図 2　法隆寺金堂 （工 事報告書）　図 3 金堂柱間隔

唐尺 の 前 は南朝の 小尺

　 法 隆 寺 の 中 心 柱 の 伐 採 は最 初 の 遣 隋使 （600

年 ）よ りも前の こ とで あ る 。 そ うで あれ ば、法隆

寺の 営造 に使 われ た尺 度 は 、 隋や唐 な ど の 「北朝

の 大 尺 」で は な く 「南 朝 の 小 尺 」で あ っ た に違 い

ない 。 倭 国は 鮮卑族 が 支配 した 北朝 とは 交流が

なか っ た の で あ る。北 朝の 魏書 （554 年 ）には倭

国の こ とが 何 ひ とっ 書 か れ て い ない
。 しか し南

朝の 宋書 （492 年）な ど に よ る と、倭王 は 南朝 に

法 隆寺の モ ジ ュ
ール 「材 と分」

　 『営造法 式』 に よる と、建 築 の 規模 に 応 じて

用材 に も等級差 が あ り、モ ジ ュ
ール とな る 「材 と

分 亅の 寸法 が違 っ て い る。 「材 」 とは建 物 の 基本

とな る方桁 （角材）の こ とで あ る が
、 そ の 「広 さ」、

っ ま り断面 の 高 さを 1 材 と呼 ぴ 、木割 の 「もの さ

し亅と して い る 。 1材 の 十五 分 の
一が最小 単位の

「分」で あ る 。 建物 が大 き い ほ ど広 い 材が 使 われ 、

八 等級 が あ っ た 。 第
一

等 の 材 は殿身が 九 間以上

の 大 き な殿 堂 に用 い る もの で 、広 さは 9 寸、厚

さは 6 寸 で あ る 。 ど の 等 級で も 1材 の 広 さ は 15

分 、厚 さは 10 分 と表示 され る。『営造 法式』が

書 かれ た宋 代 の 尺は 31cm だ か ら、
一

等材 の 広 さ

9 寸 とは 28cm、二 等材 8．25 寸 は 25．　5cm、 三 等

材 7．5 寸 は 23cm ほ ど と なる 。

　 法隆寺 の 方桁 の 広 （高）さは、曲尺 （10／33m ）の

8．9 寸、270   弱 で、これ が 1材 で ある（下図 4）。

これ は南朝 の 小尺 245   で は 1 尺 1 寸 、269．5

  で あ る 。
1 材 は 15 分 なの で 1分 は 18   とな

る 。

28

一112 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

1尺 （南朝尺）＝ 245mm

1材 ＝ 2695rnm 　 1材 ＝ 15 分 　 1分＝18mm

図 4　法隆寺 の 「材 と分」

　材 の 厚 さ、曲尺 の 7寸 1分は 、南朝尺 の 8寸 、

215．5   で ある 。 こ れ は 12 分だ か ら 『営造法式』

の 時代 よ りも厚 い
。 法 隆寺 の 木割 が こ の 「材 と

分 」を 「も の さし」と し て お こ な わ れ た の で あれ

ば、ど こ を と っ て も、こ れ で 比 例的 な数字が 得

られ るは ずで あ る。 それ を検証 し て み よ う。実

測値 は 法隆寺国宝 保存 工 事報告 書 （昭和 30 年 、

31 年 ＞
6
に よ る。5 厘 （1．5   ）単位の 精度 で測 定

され て い る。

　金 堂の 北面中央の 三 間は 、西 か ら順 に 、10．64

尺、10．665 尺、10．725 尺 で ある 。 仕事斑 は ある

が、
一

間平均の 3235 皿 は 、ち ょ う ど 12材 （3234

  ）に 当た る 。 同様 に隅間 の 7．　125 尺 、7．12 尺

は、一間 2158   で 、8 材 （2156   ）で あ る （前頁

図 3）。 四周 の 合計は 184材 （4659cm）で 、実測値

4960cm と の 差 は lcm で あ る 。 上層 の 四周合 計 124

材 を加 え た総計は 308材で 、その 実測値 は 8500，5

c皿 だ か ら、1材は ちょ うど 269．5   で ある 。

　五 重塔 も同様 にみ な整数 となる。初重 の 四天 柱

間は 10 材 、隅間は 7 材 で あ る 。

一
層上がる ごと

に 1 材ず つ 減 っ て 、二 重は 中心 間 9 材、隅 間 6

材 。 三 重は 8 材 と 5 材 。 四重 は 7材 と 4 材 。 五 重

の 二 間は 6 材で あ る 。 また 、法隆寺の 垂木 は金堂

も塔 もす べ て 屋 根 の 隅 まで 平行 で 等 間隔 に 並 べ

られ て い るが、そ の 間隔は す べ て 1材で ある 。

　五 重塔 の 中心 柱 も「材」で 測る と整数値 を得 る

こ とが で きる（図 4）。 八 角柱 の 下端 幅 2．　70 尺 は、

お よそ 3 材、上 端幅 1．85 尺 は 2 材 で あ る。八角

部分 の 高 さ 7L 　110 尺 、 21m55cm は 、80 材 よ り

も 1cm 少 ない
。 八 角 の 上は 円柱 とな っ て 次第 に

細 くな り 、 最上 端 ま で の 高 さは 119 材 で あ る。

実測値 は 1cm 多 い が 、先端 部 は後世の 補材 で あ

る 。 心 柱は 下端 か ら高 さ 61 材の と こ ろ で 凹凸 に

つ なが れて お り、そ の かみ 合 わせ の 深 さは 8 材
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図 5　中心柱 実測 図 （工事 報告書 ： 曲尺 ）
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で あ る。その 上 は高 さ 104 材 の とこ ろで また斜

めに 接 がれ て い る。

　陳明達
3
に よる と中国最古の 南禅寺大殿は 三

間の 庁堂で 、そ の 1 材 は 三 等級相 当の 24cm で あ

る 。
こ れ は唐尺の 8 寸 、っ ま り 24c皿 弱で あ ろ う。

そ の 中心間 の 距離 502cm をこ の 材 で 測 る と、21

材 とな る 。 最古の 殿 堂は 仏光寺の 七 間の 大殿 で 、

1 材 は
一

等級 相当の 30cm で あ る。 こ れ は 唐の 1

尺 、つ ま り 30cm 弱で あ ろ う。 その 中心間 504cm

は 17 材 となる 。 今年 の 夏 7 月 25 日 、
五 台 山に

こ の 唐 代二 寺を訪 ねた。ともに 「全 国重 点文物保

護単位」 に 指定 され て い るが 、訪 問者 は小 生ひ

と り で あ っ た。

高麗尺 の 無 理

　 こ れ ま で 建 築史 家 の 間 で は 、法隆 寺 は 唐 尺 で

はな く高麗 尺 に よる営造 だ とされ て きた。正 倉

院 所蔵 の 唐 尺 、つ ま り北朝 の 大 尺 で は 寸法 が 合

わ ない の で 、さ らに そ の 1．2 倍 も大 きい 高麗 尺

を想 定 し た の は 、明治 の 法 隆寺 非 再建 論 を主 導

し た 関野貞 で ある。 し か しそ の コ マ 尺 で も柱 間

隔 に整 数が 得 られた わ けで は ない 。関野 は さ ら

に 、高麗尺 は 唐尺 よ りも古 い とし て 、そ れ に よ っ

て 法 隆寺 は焼 失で も再建 で もない こ とを論 証 し

よ うとまで し た
。

　 関野の 教 え子 で 法 隆寺 の 解 体修理 を担 当 し た

竹 島卓 一
は 、実 測値 か ら逆算 して 、高麗 尺 を関野

よ り 3．3   長 い 359．7   とした
7
。こ れ で 確か に

金 堂初層の 中心間は 9 尺 、 脇間 は 6 尺 とな る 。
し

か し金 堂上層 で は そ うは い か な い 。上層 の 中心

問 の 実測値 平均 は 3095   で 、こ れ を新 高麗尺 の

8．5 尺 とすれば 40・mm 不足す る。脇間 は 1866・mm で 、

こ れ を 5 尺 とすれ ば 88   も不足 す る。 しか しこ

れ を 「材」で測れば 中心 問は 11．5材 、 脇間 は 7材で 、

実測値 と の 違い は 4   と 1   で あ る 。 （表参照）

　計量 史家の 間 で は すで に 高麗尺 は否 定 され て

い る。小泉袈裟勝 の 『も の さ し』 （1977 年）
8
は 、

高麗尺 の 実物 は これ まで ひ とつ も発見 され て い

ない こ と、ま た それ が 建築 に 用 い られ た とい う

「痕跡 もな い 」こ とを指摘 し て い る。し か し、そ の

後 も建 築史家の 間で は 高麗尺 は 使 われ て お り 、

例 え ば 浅 野 清 も 高麗 尺 の ほ うが 好 い とす る

（1983 年 ）
9

。 しか し竹 島 と同 じ無理 は 解決 で き な

い ま ま で あ る。

　 「高麗尺 は な か っ た 1と しなが らも、その 代 わ

りに また 「古韓尺」な る もの を想 定 した の は新 井

宏 の 『ま ぼ ろ し の 古代 尺 』（1992 年）
Io

で あ る が 、

そ の 1 尺 269   とは、実は 1 材 で 、南朝尺 の 1

尺 1寸 で あ る こ とは 上述 の とお りで あ る。

　 こ れ ま で の 研 究 に は 暗黙 の 前 提 が あ っ て 、唐

尺 で あれ 高麗尺 で あれ 、ま た 古韓尺 に し ろ 、 そ の

1 尺 とい う単位 で 、柱 間隔な どが 割 り切 れ るは ず

だ と考 えて い る。とこ ろが 、中国の 古代 建築 に は

「材 と分 」とい うモ ジ ュ
ール が あ り、ま た等級 差

もあ っ て 、その 1材 は 必 ず しも 1尺 で は なか っ た

の で ある 。

　 後世 に な る と、柱 間隔 は 「材 」 の 高 さで は な

く、「材 」 の 厚 さで決 め られ る よ うに な る 。 雍正

十二 年 （1738）に清朝 の 工 部 が領布 した 「工 程做

法則例 亅 に あ る 「斗 口 」 とは 材厚 の こ とで 、
11

斗 口 の 倍数 が柱 間距離 に な っ て い る （梁思成 『中

国建築史』2000 年 ）
n

。

南朝尺 の 「材 」による法 隆寺 金 堂の 柱 間 隔とその 他 の 尺による表 示 との 比較

（測定位置 ） 初層 （
一

通肘木上斗ほ ぞ穴心 ） 上層　 （柱盤 ほ ぞ 穴心 ）

1尺 1材 中心 問 隅間 中心 間 （南北面 隅間工 事報 告書

実測値 （曲尺）（10／33m ） 0 ．89尺 10．668 尺　 3233mm7 ，122尺 2158 皿m10 ．215 尺　 3095mm6 ，223 尺 　1886 皿皿

材に よる柱間隔

南朝尺 （丘光 明） 245　 皿 m1

．1 尺
269 ．5皿 m12

材 3234皿皿

（過 不 足 1 皿m ）

8 材 2156m

（過 不 足 2mm ）

1L5 材　3099皿皿

　（過 不 足 4m 皿）

7 材 1887皿m
（過 不 足 1m 皿）

唐尺 （正 倉院蔵）

高麗尺 （関野 ）

高麗 尺 （竹 島 ）

古　 尺　　 井

297　 皿m

356．4m皿

359 ，7m皿

269　 m皿

0．908 尺

0．757 尺

0．750 尺

1，003尺

11尺 （34mm ）

9尺 （25mm）

9尺 　 （5m皿 ）

12 　　　 5m皿

7．5尺 （69 皿囗）

　6尺 （20mm）
　 6尺 （なし）

　8尺 （6皿m

　10尺 （125mm ）

8．5尺 （66m皿 ）

8．5尺 （38mm ）

1L5 尺　（2mm）

6 ．5尺 （45皿m）

5．5尺 （74 皿m）

　5尺 （87 皿田）

　7尺 （3mm）
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組み物 も 「材 と分亅

　中国 で は 6 図の よ うな組 み 物 を 斗棋 と い う。

斗 は 「ます 」 で 、棋は肘 木 で ある。拱 は柱頭 の

大 斗 に 乗 っ て左 右 に肘 を張 り、凹 状 の 斗 を 両端

に 置 く。 こ れ を十字 に組 み 合わせ て 中央に も斗

を置 き、方桁 を交互 に嵌 め 、上 か らの 重 み を五 点

で 支え柱 に 伝 え て い る。金 堂 初層 は 解 体修理 工

事 中に 火 災 に あ い 、組 み 物 に は焼 損 の ひ どい も

の も あ る が 、数 が 多い の で 、本 来の 寸法 を復 元 す

る こ とが で きる。初層 の 側 柱 に 乗 る枠肘 木 の 長

さは 4．448 尺、1348   が 平均値 で ある 。 こ れ は

基 本 となる方桁 を 5材 （1347．5   ）の 長 さに切 っ

て加 工 した もの だか ら 、 高 さは 材高と同 じ 15 分、

厚 さも材厚 と同 じ 12 分で あ る 。

こ ，材 ti＞ ・E i！
　 　 　 1

θ

　 　 　 　 　 3　　　　　　 53
　 　 　 　 8　 　 　 　 　 　 12

　 　 　 　 　 　 　 1812 下
8 分；桀

⊥

図 6　法 隆寺金 堂の 組み 物 （分 ＝ 18   ）

　凹状に切 り欠 か れ た 斗 口 の 幅は 、 そ こ に くわ

え る通 肘 木や力肘 木 の 厚 さ と同 じ 12 分で あ る 。

斗 口 の 深 さは 5 分 、両側 の 厚 さは 3 分 あ る 。 凹

型 部分 は高 さ 8 分の 18 分角 、そ の 下は 高 さ 5 分

で 、四 方 を弓な りに 削 られ て 細 くな り拱に 乗 る

部 分で は棋厚 と同 じ 12 分 角 とな る 。 斗高 13 分

と斗 口 5分 の 差 8 分 は、材 と材 を 組み 上 げて ゆ く

とき、その 間に挟 む補助材 喫 」の 高 さと同 じで 、

営 造法式 で は 、そ れ が また 補 助単位 とも な っ て

い る 。 た と え ば 、殿 堂 の 柱 は f径 両材 磔 至 三

材 」 な どとある 。 金 堂上層 の 拱長 は初 層 よ りも

少 し短 く、4 材 と 1 契で ある 。

　 こ の よ うに 、 法隆 寺は 組み 物 も「材 と分」で作

られ て い る 。 要 す る に、法隆 寺金 堂 は 中国 の 営造

法 式 で 建 て られ た 重 層 の 殿 堂 、っ ま り「殿 閣」で

あ り、南朝 の 小尺 か らそ の モ ジ ュ
ール 「材 と分 」

を割 り出す こ との で き る 、南 朝様 式 の 建 築 で あ

る。そ うす る と、こ れ まで 飛 鳥様 式 と言 われ て

きた 建築群は 、 中国 で は すで に 失 わ れ て しま っ

た 南朝様 式を今 に伝 え るもの だ っ た とい うこ と

に な ろ う。

太 宰府の 遺構 も南朝尺

　遣隋使 を出 した太 宰府 の 遺構 もま た 隋以 前の

もの で ある 。 その 「材」は法隆寺 よ りも等級 が 下で

1材 は 1 尺 、245   で あろ う。 太宰府 の 正殿跡 の

正 面は 、

一
間 18 材の 五 問、90 材 （2205cm）となる 。

現存礎石 で の 実測値
12

は 2202cm で 3cm 少 な い
。

政庁 の 東 に 残 る 観世音寺講堂 跡 は、19 材 の 五 間、

95 材 （2328cm）で あ ろ う。 礎石 実測値 は 2333cm で

5cm 多 い
。

い ずれ も違い は千分の
一

、二 で あ る。

　仏教は南朝 か ら呉音で 伝来 し た。後 の 遣唐使

時 代 に北 の 都 、長安 か ら伝来 した 漢 音 で は、仏

教 を フ ッ ケイ と読む。仏陀 も釈 尊 も呉音 で あ る。

経 典 も仏 像 も、そ し て 寺院 も南朝 様式 を伝 え て

い る。当然の こ となが ら、度 量衡 もまた南 朝 の も

の だ っ た の で あ る。

　法 隆寺 に 伝 わ る 『法華 義疏 』は 南 朝 の 高僧 、

法 雲法師 （没 529年）の 教え を解説 した もの で あ

る
t3

。 そ れ に は 「大委 国上 宮 王私 集」と書 き込 ん

だ 貼紙が あ る
14

。 そ の 上 宮法皇 が病死 し て 敬造

され た 釈迦 三 尊像 も南朝様式 を伝 え て い る
15
。

上 宮王 の 等 身像 、観 世音菩薩 （救 世観 音）は 、明治

17 年 （1884）に、ア メ リカ の フ ェ ノ ロ サ が 、寺僧

の 拒 絶 を押 し切 っ て 救 い 出す まで は 、なぜ か 綿

布 で 幾重 に も ぐる ぐる 巻 きに された ま ま八 角仏

殿 （夢殿） に秘匿 され て い た
16

。 不 審な こ とに

日本 書紀 は 、こ の よ うな 日本最古の 書籍や仏像

ばか りで は な く、「大委国」 や 「上 宮王 」に つ い

て も何 も記 して い ない 。

「X 寺」を移築 して 法 隆寺

　今 の 法 隆寺 は 現在地 で の 新築だ とする 浅野清

は 、そ の 証拠 と して 、金 堂初層 に あ る三 百本 ほ ど

計 量 史研 究 24−2 ［26］2002，31
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の 垂木 の な か に 「建 立 以来 ま だ
一

度 も打 ち替 え

られ て い な い 」もの が 三 本 あ る こ と を強調 し て

い る。 しか し こ れ も、建 立 以来 で は な く、移 築

以 来 まだ 一度 も打 ち替 え られ て い な い とみ る べ

きもの と な っ た 。 そ の 三本 （南 39、西 26 と 27

番）に打 たれ て い る釘 は み な角頭 釘 で 古式 の 巻

頭 釘 で は ない
。 打 ち替え られ た と され る垂木 の

ほ うにか え っ て 古式 の 巻頭釘が打た れ て い る も

の が ある の も、移 築だ とす れ ば納 得が い く。 工

事報 告書 は こ の 3 本 を「まだ
一

度 も打 ち替 え ら

れ て い な い 」とは して い るが 、南 39番 に つ い て

は 当初材 とは して い な い
。 西 26 と 27 番は 当初

材 と し て い るが 、それ を後世 の もの とす る 見解

を も表示 し て い る 。 こ れ らは つ ま り移築 の とき

の もの な の で あ る。

　元 興寺や 薬師寺 が 飛鳥 か ら新 し い 都の 奈良 へ

移 築 され た こ ろ 、 日本一
の X 寺 もま た 、 お そ ら

くは 古い 都か ら移築 され た の で あ ろ う
17

。 しか

し そ の 日本 一
の X 寺 の 創 建 と移 築 に つ い て 、な

ぜ か 日本 書紀 も 、ま た続 日本 紀 も、何 ひ と つ 記録

しなか っ た 。

　 さ らに は 法 隆寺 の 資財 帳 を み て も、創 建 が い

つ の こ と か が 書 か れ て い な い
。 わ ず か に 七 大寺

年表 や東 寺王 代記 が 「或 る記 に言 う」な ど と し て 、

い ま の 法 隆寺 が 和 銅 初期 の もの で あ る こ とを、

間接的に ひ と言 だ け、い わ ば 漏れ 伝 えて い る。年

表 で は 和銅 元 年 に 「作法 隆寺 」、王 代 記で は奈 良

遷 都 の 和 銅三 年 、710 年 に 「法隆 寺建 立」とある 。

こ れ が 移築 の 期 間 なの で あ ろ う。

　 日本書紀 は奈良 の 都 で編修 され 720 年 に完成

した。 X 寺が 移築 され た斑 鳩の 里 は 都の 西 隣に

ある 。 移 築 され た ばか り の X 寺 を 遠 くに望み な

が ら 日本書紀 は編 修 され た 。 しか し その 日本
一

の 古 代建 築に つ い て 何 も記 さなか っ た の で ある 。

日本書 紀が 記 さな い 歴史

　そ こ で 日本 書紀 を根本か ら疑 っ て み る必要 が

あ る 。 実 は 、 日本書紀 に は 、い ろ い ろ驚 くこ とが

多 い
。 中国 の 漢書、後漢書、三 国志 、梁 書 な どか ら、

あ ち こ ち と文 章や語 句 を借 用 す る か ら、そ の 倭

人伝 や倭 国伝 の 記 述 に つ い て 日本 書紀 の 編 者た

ちが よ く知 っ て い た こ とは 疑 い な い 。 しか し 日

本書 紀 は 、そ うした 記述 を無視 し て 何 も書か な

い の で あ る。例 えば、後漢書 に ある 光武帝 か ら の

金 印 の こ と、三 国志 に あ る卑弥呼や そ の 金 印の

こ と 、 梁書に あ る倭 の 五 王 の こ と、大将 軍 とな り

都督 府 を開 い た倭 王 武 の こ と、さ ら に は 隋書 に

あ る 日 出 処 天 子 の こ と 、
つ ま り ど の 教 科 書 に も

載 っ て い る 日本古代史 の ハ イ ラ イ トが 、日本書

紀に は 何ひ とつ 出て こ ない 。

　 さ らに 驚 く こ とに 、隋 書か らは 高 祖 の 遺詔 を

三 百字 あま り盗 用 して 、なん と雄略 天 皇 の 遺詔

にそ っ く り 当て て い る 。 い ま で は と うて い 考 え

られ な い よ うな暴挙 で あろ う。隋 書 に よ る と 、

日出 処 天 子 の 最初の 遣隋使 は 高祖 へ の も の で あ

っ た 。そ の 高祖 の 遺詔 を盗用 し たか らに は 、日本

書紀 の 編 者 に 遣隋使 を出す つ も りは な い
IS

。

　 日本 書紀 で は 、推 古天 皇 の 十 五 年 、 実力者は蘇

我馬子 の 時代 なの で あ る が
、 厩戸 皇 子 が 摂政 で 、

小野妹 子 を 「大唐 」へ 派 遣 した こ とに な っ て い る 。

こ の 丁 卯年 が 607 年 だ とす れ ば、そ れ は 隋の 大

業 3 年 に あた る 。 隋書 で もそ の 年 に 、二 回 目の 倭

国遣使 が 記 録 され て い る 。 日出処 天 子 の 煬帝 へ

の 使 い で ある 。 そ の 隋書を 見なが ら 日本書紀 は 、

小野 妹 子 の 「大唐 」へ の 遣使 と明記 し た の で ある 。

日本 書紀 は隋書を盗 用 した ば か り で は な く、隋

書 とは違 う話 を作 っ て い る。

隋書の 正 確さ

　 中国側 の 記録 に は 日本書紀 とは ま っ た く別 の

こ とが 記 され て い る。隋書 に よる と 、 倭 王 の 国

は 「阿蘇 山が 火 を起 こ す」と こ ろ で あ っ た。 日出

処天 子 は 「竹斯国 」に い た と い うの で あ る 。 竹 斯

は ま た 筑紫 と も書 く。
い ま も九 州 で はチ ク シ と

い うか ら、ツ ク シ は 、な ま りな の で あろ う。

　隋書 は また 「竹斯 国 よ り東 もみ な倭 に 附庸 」、

っ ま り支配 下に あ っ た と記 す 。 総理 府 を意味す

る太 宰府 が 筑紫 に あ っ た こ と も、こ れ で 理解 で

き る よ うに な る 。 そ こ は南朝 の 都 督府 で あ っ た

か ら、南 朝尺 が使わ れ て い た の は 当然 で あろ う。
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都督府が 筑 紫に 置か れ たの は 、そ こ が 古 来 日本

の 首府だ っ た か らで あ る 。 光武帝 が 倭王 に 与 え

た 「漢委 奴国 王 亅 の 金印 も筑紫 で発 見 され た 。

国名 の 「委」 の 字 は 上宮王 の 「大委 国」 と同 じ

で あ る 。 太 宰府政庁 の 柱 は 礎石 の 上 に あ るが 、

大阪 の 難波宮跡は掘立 柱で あ るか ら、古来 の 都

とは 歴 然 と した差 が あ る。

　 隋書 （636 年）は、日本 の 服従 を求 め て派遣 され

た使 節の 情報 に基づ い て い る 。 大業 4 年 （608 年）

に煬 帝は 裴世清を派遣 した 。貞観 5 年 （631 年）

に は 唐太宗が 高表仁 を派 遣 した 。 彼 らは 、南朝様

式 の 見事 な X 寺 を拝観 した こ とで あろ う。
「日出

処」つ ま り 「日の 本」の 天 子 に は 、南朝 を滅 ぼ し た

北朝 に 臣従す る つ も りは なか っ た。唐使高表仁

は 、服 従す るか ど うか で 日本 の 王 子 と礼 を争 い 、

朝命を 宣す る こ とが 出来ず に帰 国 した （旧 唐書 ）。

やが て 戦争 に な る の は 避 け られ ない
。 そ うした

時期 に 隋書 は 唐の 重 臣魏徴 に よ っ て 編 修 され た 。

　貞観 20 年 （646 年）、新羅 の 金 春秋 が支援 を求

め て 唐朝 に 滞在 し て い た 。前 の 年 に は 日本 に 滞

在 し て お り、そ の 五 年 前 に は 高句 麗 に も滞在 し

て い る。新羅 は まだ小国 で 、まず 隣国 と連帯の 道

を探 っ た の で あ る が 、そ れ は か な わ な か っ た 。 唐

太 宗 の ほ うは 金春 秋 を厚遇 し、特進 （正 二 品 ）の

位 を与 えて い る 。 金 春秋 は唐 の 国力 を知 り、情勢

把握 の 正確 さに も驚 い た で あ ろ う。 隋書 に は 「新

羅 と百 済は 倭を 大国 と な し恒 に通 使往 来 」と書

か れ て い た 。 金春秋 は ま た 、日 出処天 子 を 自称す

る よ うな 「無礼」が 何 を意 味す るか も聞 か され た

こ とで あ ろ う。西域 の 突厥が 片付 けば 、次 は東方

な の で ある 。

　大唐 の 支 援 を確 か な も の と した 金 春 秋 は 、そ

の 子 文 王 を太宗 の もと に残 し て 帰 国す る 。 六 年

後、金春秋 は 即位 し て 武 烈 王 とな る。さらに 六 年

後、唐 は 武烈 王 の 要請 に応 え て 出兵 し、まず 百 済

が平定 され た （660 年）。 百済再興 を図 っ た 日本

軍が 白村 の 江 の 海戦 で 完敗 する の は その 二 年後

で あ る 。 残 るは 高句麗だ け とな っ て 、不落 を誇 っ

た 平壌 もっ い に 陥落 した （668 年）。 ひ と り勝ち

した新羅 は 、や が て 半 島か ら唐 の 勢 力 を追 い 出

す こ とに も成功す る 。

南朝尺の 筑紫 か ら唐尺 の 大和へ 政権交代

　 中国側 の 記録 に よれ ば、唐 と戦 っ て 敗北 した

の は 筑紫政権 で あ る 。 百 済出 兵 に は ヤ マ トの 王

も筑紫 へ 招集 され た 。 日本 書紀 も、中大 兄皇子 が

筑紫 へ 来 た こ とを記 し て い る 。 しか しな が ら 、

母親の 死 を奇禍 として ヤ マ トへ 引 き返 した 。 備

中国風 土記 の 逸 文 は さ らに 、中大 兄 は 二 万 の 兵

を集 め なが ら も 「つ い に 此 の 軍 を遣 や らなか っ

た 」こ と ま で漏 ら して い る。こ れ は大唐 との 戦争

を前 に して 、日本 が 分 裂 して い た こ と を伝 え る

もの で あろ うか 。

　 敗戦後に 王 朝交替 とな り、や が て ヤ マ トに親

唐 政権 が樹立 され る こ とに な る。 これ に は か な

り の 年数が か か っ た よ うで 、新 政権 が 遣唐使 を

出 して 承 認 を求め た の は 702 年 の こ とで あ る 。

こ れ に つ い て は 、旧唐 書 と続 日本 紀 の 記 録 とが

一致 して い る。

　新政権 は唐の 律令 を導入 し、唐 尺 を採用 した 。

ま た 「X 寺」 を移 築 し て 法 隆寺 と した 。 奈良時

代 が 始 ま り、筑 紫王 朝 の こ とは 何 も書か ない こ

とに し て 日本書 紀が 編修 され た 。 しか し法隆寺

は 無言 で 、筑紫 王 朝が 南朝尺 で あ っ た こ とを物

語 っ て い る。
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　　　HORYUJI − BUILT　USING　CHINESE　MODULE

　　　　　　　　　　　　　　α ∫ AND 册 V

　　　　　　OF　SOUTHERN　DYNASTY ’S　MEASURE

　　　　　　　　　　Shun一ゴ0ゐゴ1
噛
O 　KA〃ZBA7ン1

　　　　The 　lo99ing　year 　of 　the 　lumber　used 　in　the

construction 　of 　Horyuji ，　a 　UNESCO
’
s　World

Heritage 　Site ，　and 　the 　world7s 　oldest

surviving 　wooden 　structures ，　was 　deter 田ined

as 　C．　E．594　by　Dendrochronology ，　earli 』r　last

year ，2001．　It　was 　six 　years　before　the　first

Japanese　envoy 　to　China 　arrived 　in　that

country 　during　the 　Sui　dynasty ．　This　means

that 　the 　measure 　used 　in　Japan　 at 　that 　time

was 　not 　the 　new 　Sui　dynasty ，

　s　long　ch ゴ，　i．　e．

295   ， but　the　short σ々ゴ，
　 i．　e ．245   ，　 of 　the

older 　Southern 　dynasty ．　The　basic　module 　of

the 　ancient 　Chinese 　construction 　system 　is

the 　o8 ゴ　and 　fen．　A　o ヨ ゴ　is　the 　height 　of 　a

rectangular 　crossbeam
，　1／150f 　which 　is　a　fen．

Horyuji 　was 　built　using 　this 　standard 　of

Chinese 　architecture ．　The　cai 　used 　inHoryuji

is　l．　l　oカゴ　long　using 　the 　Southern　dynasty
’
s

short 　 measure ，　 that 　 is　 269．5   ．　 The　 inter−

column 　spaces 　of 　the 　frontage 　of 　the　main 　hal1，

　
‘‘
Kondoh

”
　，　are 　8，　12，　12，　12，　and 　8　c ヨ ゴs．　The

frontage 　total 　is　52　cais 　and 　the 　depth　is　40

0∂ ゴ5．　The　total 　of 　the 　184 　c ∂ ゴ50f 　the 　four

sides 　is　4959cm ，　which 　is　identical　to　the

actual 　measurement ．　 Horyuji　 is　the 　 only

surviving 　　temple 　　built　　in　　the 　　Southern

Chinese 　dynasty　style ．

　　Ke／VO 厂ds’　Ho1アUJ
’
i

，　　0 ∂ ゴ
．　　module

，　　chi ，

　　　　　　　　　　　　crossbe ∂砿 　ゴn 　ter −
co ！umn 　sp ヨ C（ら

34
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